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人
が
い
て
家
族
が
い
て
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
国
境
を
越
え
て
も

人
が
い
て
家
族
が
い
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
あ
る
。
そ
こ
で
人
は
出
会
う
。

そ
し
て
確
認
す
る
。
即
ち
、
世
界
○
市

民
の
共
通
の
価
値
は
。
「
家
族
の
今
日
の

生
活
と
、
明
日
の
箆
芒
で
あ
る
と
。

　
こ
の
価
値
が
実
現
で
き
る
状
態
が

　
「
市
民
の
平
和
」
で
あ
る
。
‐
相
互
理
解

１
相
互
支
援
士
組
互
信
頼
が
帚
民
の

平
和
」
に
必
要
な
多
様
性
の
共
存
を
可

能
に
す
る
。
　
　
　
　
　
。
　
　
ぃ

　
地
域
勿
こ
し
は
ロ
ー
カ
ル
に
し
て
、
・

国
境
を
越
え
る
と
グ
ロ
ー
バ
ル
に
な

る
。
’
行
動
の
最
終
目
標
は
’
「
尊
敬
と
信

人
ひ
ろ
し
ま
国
際
セ
ン
字
－
の
３
者
共

催
で
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ
ジ
」
講
座
が
広

島
県
国
際
貢
献
構
想
の
も
と
に
、
広
島

国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
で
７
月
５
日
か
ら

Ｈ
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
。
講
座
内
容
は

「
地
域
お
こ
し
と
国
際
貢
献
」
の
両
視

市民の平和学
点
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
人
材
養
成

に
必
須
の
科
目
お
よ
び
事

例
紹
介
。
日
本
で
も
拐
指

の
講
師
陣
が
集
中
的
に
指

導
し
て
く
れ
る
。

　
８
月
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
ヘ
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア

ー
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

国
原
協
力
事
業
団
、
青
年

海
外
協
力
隊
な
ど
の
現
場

か
ら
、
国
際
貢
献
の
あ
り
方
を
研
修
す

　
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
共
通
の
熱
意

　
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
定
員
を
5
0
人
か
ら

　
6
0
人
に
増
員
し
た
べ
残
り
の
約
１
０

　
０
人
の
応
募
者
の
方
々
に
は
本
当
に
申

　
し
訳
な
い
気
持
ち
で
あ
る
。
せ
っ
か
く

　
の
ご
縁
は
必
ず
生
か
し
て
い
く
つ
も
り
。

　
で
あ
る
。

　
　
現
在
の
世
界
秩
序
の
基
本
単
位
は

　
。
「
民
族
自
決
の
原
則
」
に
基
づ
い
た
国

家
で
あ
る
。
情
報
通
信
技
術
や
輸
送
の

発
達
が
も
た
ら
し
た
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

　
ル
化
は
、
。
基
本
単
位
の
国
家
を
越
え
た

　
意
識
と
行
動
を
求
め
て
き
て
い
る
1
1
0
｡

　
し
か
し
、
世
界
の
市
民
の
共
通
の
価

値
扨
「
家
族
の
今
日
の
生
活
と
、
明
日

の
箆
昂
で
あ
る
。
’
国
家
に
所
属
し
、

国
家
を
越
え
た
判
断
は
良
き
体
験
を
必

要
と
す
る
。
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ
ジ
」
講

　
…
…
…
…
七
万
・

じ
Ｉ
ハ
に
順
に
順
漕
三
種
霜
に
ぶ
、
ｔ
べ
に
貰
心
レ
＜
＜

＜
ド
’
１
１
　
－
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